
 

[スナップ写真集] 

 

 

全 日 畜 活 動 の ご 紹 介 
 

（ 平成 29 年度 ） 
 

 

 

 

 

 

 

全日畜は畜種横断の畜産経営者の団体です 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 6 月 

 

 

 

全  日  畜 
 

一般社団法人 全日本畜産経営者協会  

 

 



(1)  第４回畜産経営者交流会 （会場：栃木県宇都宮市ほか） 

 

 

9 月 28 日と 29 日の両日、初めての地方開催とな 

った第４回の交流会を栃木県で開催。 

 

テーマ 「スマート畜産経営への期待」 

 

金子理事長の挨拶で開会した交流会は、農研機構の 

土肥宏志 先生を講師に招き基調講演からスタート。 

 

 

４人の事例発表の後は、モデレーターを介して会場 

の参加者と予定時間を超えて熱心に意見交換。 

 

［事例発表者（左から）］ 

（株）ﾌﾛﾝﾃィｱｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ  大貫勝彦  氏 

（株）ﾌｧｰﾑﾉｰﾄ       下村瑛史  氏 

島田農園        島田福徳  氏 

（株）十文字ﾁｷﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ   清水隆治  氏 

 

 

 

 

感心の高いテーマに 

会場から意見が続出 

 

 

翌日の現地研修も晴 

天に恵まれ大盛会 

（写真下） 
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(2)  第５回畜産経営者交流会 （会場：都内港区） 

 

 

２月１日と 2 日の両日、都内で第５回の交流 

会を開催。 

 

テーマ 「国際化の流れの中で今後の畜産経 

営を考える」 

 

金子理事長が生産者を代表して挨拶、その後に 

６名の畜産経営者が事例発表。 

 

［事例発表者（上段左から）］ 

（株）ﾄｯﾌﾟﾌｧｰﾑ        井上 登  氏     （有）高秀牧場    高橋憲二  氏 

（有）秋吉台肉牛ﾌｧｰﾑ  松林義博  氏        高源精麦（株）  高橋靖忠  氏  

（株）やまはた        山端恵祐  氏      （株）カントウ   新井 譲  氏 

 

 

 

 

全国から畜産経営者など約 100 名 

が参加した会場の様子。 

 

 

各テーマでの会場との意見交換で 

は若手の畜産経営者から多くの意 

見が出された。 
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(3)  生産現場で抱える諸課題の解決を国会議員に要請 

 

 

① 緊急要請「日欧 EPA 交渉」 

 

 

6 月 16 日（金）、金子理事長を 

筆頭に要請団を編成して自民党の 

EU 等経済協定対策本部の幹事長 

森山  議員 に「国内の畜産経 

営者を守る交渉を」と緊急要請。 

 

 

 

 

 

 

② 緊急要請「来年度予算の編成」 

 

 

９月２２日（金）、各省庁から財 

務省に対して、来年度予算の概算 

要求が提出されたタイミングを捉 

えて、千葉県畜産協会の会長でも 

ある自民党の 森 英介 議員等に 

「予算確保を」と緊急要請。 

 

 

 

③ 平成 30 年度予算の執行を前に 

 

 

２月２日（金）、自民党の農林部会長 野村哲郎 議員に、平成 30 年度予算の執行開始 

直前に当たり「畜産現場の実情を踏まえた適切な予算執行を」と強く要請。 
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(4)  度重なる国際社会における⾃由貿易交渉で国政に高い関心 

 

 

 

 

 ９月２２日（金）全日 

畜の役員は、衆議院の 

議長公邸を訪問する機 

会を得て、大島理森  

衆議院議長に面会。 

 

 

 

従前より各畜産団体の 

諸活動にご理解をいた 

だいている 大島議長 

に 直接生産現場の実 

情等を説明。 

 

 

 

 

 

 

大島議長への説明を終えて、議長公邸をバ 

ックに記念撮影におさまる全日畜の役員の 

みなさん。 

 

 

 

 

 （参考） 

各種要請書は、畜産経営者の切実な「声」 
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(5)  第 9 回定時社員総会・総会記念「全日畜セミナー」 

 

 

① 第９回定時社員総会を開催 

 

 

開催日  6 月 1５日（木） 

会 場  港区ﾎﾃﾙｱｼﾞｭｰﾙ竹芝 

 

 

（承認事案） 

H28 年度事業報告・収支決算 

第 5 期役員選挙 

H29 年度事業計画・収支予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員改選では、伊藤富治 理事長 

（写真）が退任し、第５期の理事 

長に 金子春雄 氏が選任され、約 

６割の役員が新任委員に改選。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 総会記念「全日畜セミナー」を開催 

 

総会後、同会場で「全日畜セミナー」を開催。 

 

 

演題  マーケットクロスオーバー 

副題  トランプ政権発足後の世界経済情勢と為替・コモディティ相場の見通し 

（日米を中心に中国・欧州の経済情勢とドル円相場等見通し） 

講師  アービントン・リサーチ  代表  神成厚至  氏  （写真） 
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(６)  商系三団体（工業会・全日基・全日畜）の連携活動 

 

 

① 工業会の創立 60 周年記念 

 

6 月 16 日（金）、東京會舘において 

工業会の創立 60 周年記念祝賀会が 

開催。 

 

全日畜も、金子理事長が出席し、全 

日畜の生みの親である工業会の 60 

周年をお祝いしました。 

（三団体の幹部のみなさん） 

 

 

 

② 基金協会理事長会議での意見交換 

 

今年は、東北、関東、九州の３地域 

で地域内の基金協会が参集する理事 

長会議が開催。全日畜も三団体の一 

員として出席し、直近の課題等につ 

いての意見交換に参加。 

（写真は東北地域の理事長会議） 

 

 

 

③ 全日基が全国ブロック会議を開催 

 

全日基は 11 月に全国 3 か所（東 

京、兵庫、福岡）でブロック会議 

を開催。3 会場で約 150 名が参 

集した集会に、全日畜も同行して 

活動状況等を紹介。 

 

 

 

 

④ 工業会が JGAP 研修会を開催 

 

工業会は都内で 3 月と 4 月の二回 

JGAP 指導員基礎研修会を開催。 

この研修会には、全日畜からも受講 

を希望された畜産経営者等の参加が 

あった。 
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(7)  畜産団体として本格的な調査事業に参加（ALIC 事業） 

 

 

① 平成 29 年度 ALIC 事業 

 

これまでの全日畜の畜産振興事業への係わりでは、国が措置する畜産振興事業につい 

て、機械のリース事業を中心に事業参加してきた。 

 

平成 29 年度は、初めて、畜産振興事業の本格的な調査事業にチャレンジし、事業の 

実施が承認された。 

 

・事業体  独立行政法人 農畜産業振興機構 （ALIC） 

・事業名  養豚経営安定対策補完事業 （うち、養豚農業実態調査） 

 

 

② 養豚農業調査事項検討会 

 

事業では、独自に委員会を組織 

して、委員から、調査手法の検 

討、調査へのアドバイス、事業 

進捗管理等の協力を得た。 

（写真：委員会のみなさん） 

 

 

 

③ アンケートによる養豚経営実態調査 （以下が調査票の一部） 
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(8)  アンケート調査のご紹介（ALIC 事業） 

 

養豚農業実態調査で実施したアンケート調査結果から一部を紹介します。 

この調査は、青森県、千葉県、群馬県、宮崎県、鹿児島県の５県の養豚経営者 

１０８戸に調査協力をいただきました。 

 

 

① クラスター事業の活用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 経営の方針（生産性向上に必要なこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 飼養規模別の経営形態 
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(9)  全日畜のブロック会議等（東日本地域） 

 

 

① 北海道全日畜のブロック会議 

 

北海道全日畜は、10 月 18 日 

（水）帯広市の「ホテルグラン 

テラス帯広」において、ブロッ 

ク会議を開催。 

 

今年のテーマは「生乳等の需給 

見通し等」と「JGAP」。 

 

ブロック会議には、畜産経営者 

等約 70 名が参加。 

 

 

 

 

② 東北・青森県全日畜のブロック会議 

 

東北と青森県全日畜は、11 月 

10 日（金）八戸市の「八戸プ 

ラザアーバンホール」において、 

講演会を開催。 

   

講師は、畜産環境整備機構の 

副理事長 原田英男 氏。「日本 

の畜産・発展と展望」と題した 

講演を、地域の多業種から参加 

した約 130 名が聴講。 

 

 

 

 

 

③ 関東甲越・千葉県全日畜のブロック会議 

 

関東と千葉県全日畜は、3 月 9 

日（金）成田市の「成田ビュー 

ホテル」で関東他広域圏の基金 

協会幹部に呼び掛けてブロック 

会議を開催。会議では、飼料産 

業の将来見通し等について、熱 

心な議論が続いた。 

 

会議後に開催した講演会には、 

地域の畜産経営者等約 100 名 

が参加。 
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(10)  全日畜のブロック会議等（⻄⽇本地域） 

 

 

① 愛知県全日畜の「愛知県畜産応援会議」 

2 月 23 日（金）、愛知県全日畜は畜産振 

興の主軸となった畜産クラスター協議会 

活動を後方支援するために「愛知県畜産 

応援会議（美浜市会場）」を開催。 

この集会は、この他 9 月に開催した半田 

市会場、10 月に開催した新城市会場の 

３会場で開催。 

 

 

② 山口県全日畜の「公開研修会」 

毎年、参加者が開催を心待ちにしている山口県全日畜の研修会。今年は 6 月 29 日（木）、 

テーマは「畜産のスマート農業について」。研修会には畜産経営者等 65 名が参加。 

 

 

③ 鹿児島県全日畜の「総会記念研修会」 

今年は 5 月 25 日（木）、鹿児島市の「レンブラントホテル鹿児島」で開催。エコ 

フィードの第一人者（株）ジャパンファームの報告に会場からの質疑が続いた。   
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(11)  優良な畜産経営事例の啓発活動 

 

 

① 全国優良畜産経営管理技術者表彰 

 

11 月 30 日（木）、中央畜産会が主催す 

る平成 29 年度の全国優良畜産経営管理 

技術者の審査発表と表彰式が開催。 

 

全日畜は、工業会経由で山口県全日畜が 

サポートした秋吉台肉牛ファームを推薦 

し、栄えある優秀賞を受賞。 

 

 

（受賞） 

 

経営体：有限会社 秋吉台肉牛ファーム 

（山口県） 

 

テーマ：中山間地域におけるエコフィー 

ドと WCS を活用した地域密着 

型国産牛肉一貫経営 

 

 

 

 

 

② H29 年度 ALIC 事業「養豚農業実態調査」において 

  優良な５事例を紹介 
(1) 

(1) 農事組合法人 寿農場 （青森県） 

 

(2) 株式会社 中川ファーム（千葉県） 

 

(3) 株式会社 オーケーコーポレーション（群馬県）      

 

(4) 有限会社 香川畜産（宮崎県）              (2) 

 

(5) 有限会社 ふくどめ小牧場（鹿児島県） 

 

 
(3)                                 (4)                                (5) 
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(12)  活発な機関会議 （理事会、運営委員会、事務局⻑会議） 

 

① 理事会 

 

今年度は第 5 期役員体制で執行。 

 

金子春雄 新理事長体制の下で、四 

半期毎に理事会を開催し、事業計画 

の実施状況等を丁寧に点検。 

 

（写真：理事会メンバー「鶴薗理事、 

長谷川理事除き」） 

 

 

 

 

理事会では、業界をめぐる情勢や、 

地域の畜産経営の実情を踏まえて真 

剣に課題を検討。 

（写真、ALIC 会議室での理事会） 

 

 

 

 

 

 

 

抱える課題を直視して、金子理事長 

と理事会メンバーが奮闘。 

（写真、工業会会議室での理事会） 

 

 

 

 

② 運営委員会 

 

飼料メーカー13 社の推薦委員で構 

成する運営委員会は、会員である飼 

料荷受組合の意見反映に大きな役割 

を発揮。（写真、委員のみなさん） 

 

 

③ 事務局長会議 

 

年度の初めには、全国の地域全日畜 

の事務局長が出席する事務局長会議 

を開催。年間の地域との連携活動等 

を確認。 
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(13)  活発な広報活動（組織活動の要） 

 

 

① 会報「全日畜だより」を創刊 

 

全日畜だよりを創刊して、会員 

に活動状況等を情報発信。 

 

緊急情報の発信には、全日畜だ 

より「速報版」を発行。 

 

6 月 30 日に創刊号を発行以来 

年度末までに 10 号発信。 

 

 

 

② HP に「資料室」を開設 

 

全日畜が作成した報告書やレポ 

ート等を広報発信するツールの 

拡充として全日畜の HP に「資 

料室」を開設。 

 

併せて、資料室には会報「全日 

畜だより」も掲示。 

 

 

 

③ 全日基会報に「全日畜コーナ 

ー」を開設 

 

基金関係者（基金協会）への情 

報発信に努め、全日基の協力に 

より全日基の情報紙「基金をめ 

ぐる情勢」に全日畜コーナーを 

開設。 

 

 

 

④ HP をスマートフォン対応に 

リニューアル 

 

全日畜 HP を、利用者の多い 

スマートフォンやタブレット 

端末でも見やすくするためリ 

ニューアル。 
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全  日  畜 

2018.6.14 




